
病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査などを進めていくにしたがって変わり得るものです。 主治医　　　　　　　　　　　　　患者様氏名　　　　　　　　　　様

入院期間については現時点で予測されるものです。ご不明な点は遠慮なくスタッフへお尋ねください。 受持看護師　　　　　　　　　　　家族等氏名　　　　　　　　　　様

入院の際はこの用紙をお持ちください。 （続柄　　　　）

経過 手術前日 手術当日（手術前） 手術当日（手術後） 術後７～9日目

月/日 ／ ／　　～　　／

達成目標
抜糸が済んでいるこ
と

薬と点滴

入院する際、お薬を飲んで
いる方は他院の薬も含めて
すべて持参して下さい。そ
の際、お薬手帳があれば一
緒にお持ち下さい。

朝より点滴が始まります。
目が覚めるまで酸素吸入をしていただ
きます。

処置

内視鏡室へ移動します。 胃ろう挿入部の出血がないか見せてい
ただきます。
採血があります。

手術後７～９日程度で
抜糸となります。

食事

午後９時以降は、食べるこ
とができません。
お茶，お水は飲んでもかま
いません。

食事は食べることができませ
ん。
午前８時まではお茶，お水を飲
んでもかまいません。
内服の指示がある場合は午前６
時ころに内服してください。

食べたり飲んだりできません。

排泄

内視鏡室に行く前にトイレを済
ませておいてください。

最初のトイレ歩行には看護師が付き添
いますので、ナースコールでお知らせ
ください。

安静

ベット上で安静にお過ごしください。
状態によりトイレのみ歩いていけます。
呼吸状態により枕をしない場合がありま
す。

清潔

入浴または体を拭きます。
口腔内を清潔に保ちます。
（１日３回うがいをしてく
ださい。）

内視鏡室に行く前に、口の中を
清潔にしておいてください。
できない方は看護師が行いま
す。

入れ歯，ヘアピン，コンタクト
レンズ，眼鏡，時計，指輪，腹
巻等ははずして各自で管理して
ください。
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退院の場合は次回交換
時の説明と持参するも
の・予約の方法につい
て説明があります。
入院を継続される方
は、引き続き主治医の
指示のもと療養くださ
い。

術後１日目

／

術後２～６日目

／　　～　　／

胃ろうから栄養剤が注入できること

治療中は眠くなる薬を使いますので、目が覚めるまで時間がかかる場
合があります。
翌日まで胃ろうにチューブがつながっています。ひっぱらないよう注
意してください。
痛みがありましたらすぐにお知らせください。

看護師が胃ろう部の洗浄を行います。
洗浄は抜糸が終わる日まで行います。

新潟県立中央病院

看護師から胃ろう増設の準
備について説明がありま
す。

入院時にお持ちいただくも
の
・腹帯

説明

内視鏡的胃ろう造設術を受けられる　　　　　　　　　　　　　　　　様へ

／

体を拭くことができます。
必要に応じて看護師がお手
伝いをします。

シャワーを浴びることができます。
抜糸後は入浴が可能です。

医師より指示のある薬のみ内服可能となります。
状態により、手術後３日目から点滴がはずせます。

造設術の必要性を理解し、安心して手術を受けられること 胃ろう挿入部からの出血がないこと

院内でお過ごしください。

医師が胃ろう部の洗浄を行
い、傷の様子を見ます。
採血があります。

胃ろうから白湯の注入を始
めます。
食事が可能な方は看護師に
ご相談ください。

朝からトイレへ歩いていけます。
手術後初回の便は見せていただきますのでナースコールでお知らせください。

担当の看護師にご相談ください。

栄養剤の注入が始まります。


